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○ （取材班）

　 こ れ だ け の 人が働い て い る わ け で すが ， 安全対策につ い

て 特 に 留意して い る点は あ ります か 。

○ （松山 さ ん）

　そ の 点が一番苦労して い る わ け で すが ， 少 な くと も， 死

亡事故だ け は ゼ ロ で トン ネ ル を貫 通 した い と思 っ て お り，

そ れ が最大の 目標 とな っ て い ま す 。

○ （取材班）

　い ま貫通 の 話が で ま し た が，貫通 は い つ ごろ の 予定で す

か 。

○ （松 山さん ）

　補助坑の 貫通 が お そらく56年の 2 月ご ろ に な る と思 い ま

す 。

○ （取材班）

　関越 トン ネル の 開通まで に は，ま だ 3 〜4 年か か る そ う

で すが ， 完成した ときに は ， また経験や 苦労話 に つ い て お

聞か せ 願 い た い と思い ます 。

　本日 はお忙 しい と こ ろ あ り が と うご ざい ま した。

○ （取材班後記）

　 さすが に ， 日本一
の 道路 ト ン ネル の 工事現場だ け あ っ て ，．

すべ て に ス ケ
ー

ル の 大 き さ を感じ ま し た 。

　 ヘ リの 空輸で 苦労 され て い る 立坑担当の 羽生 田 さ ん が

「道路が ど ん な に あ りが た い もの か身に しみ ま した 」 と言

っ て お られ た こ とが大変印象に 残 りま し た。

　 こ の ほ か に も，い ろ い ろ貫通 に まつ わ る 安産岩 （安山岩）

の 話や坑道換気の こ とな ど伺 い ま した が ， 紙面 の 都合で 割

愛 させ て い た だ きま した。

　最後 に，今回の 現場見学を企画 し て 下さい ま した道路公

団 の 上山工 務課長 に 厚 くお 礼 申 し上げます。

　なお，56年 2 月 9 日に補助坑 の 貫通式 が 挙行 され て お り

ます。　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ：竹本　祥盛）

日 本 学 術 会 議 第 81 回 総 会 報 告

　 日本学術会議第ユ2期最初 の 第81回総会 は ， 1981 （昭和56）

年 1 月20 ， 21 ， 22日の 3 日間 ， 本会議講堂 で 開か れ た。

　第 ユ 日は ， 定刻 9時30分開会 。 直ち に会長 ， 副会長選挙

に 入 り，会長 に伏見康治第 4 部会員 ，人 文科学部門副会 長

に岡倉古志郎第2 部会員，自然科学部門副会長 に 塚 田裕三

第 7部会員を選出した。

　午後 は，第12期の 活動を円滑 にす る た め の 予 備的検討委

員会 の 報告が行われ た 。 そ の 後各部会 を開 き，そ れ ぞれ 部

長 ， 副部長 ， 幹事を選出 した 。

　第 2 日は ，15時過ぎま で 第11期 の 経過報告 に あ て られ た 。

伏 見会長 は ， 前期 の 本会議 の 活動 に つ い て所感を述べ
， 総

合的 な科学技術振興策樹立 の 必要 を強調 した 。 つ づ い て運

営審議会付置各委員会，各部 ， 各常置委員会 ， 各特別委員

会 か ら経過報告 が 行 わ れた 。 各報告 と も， 特 に80数名 の 新

会員を念頭 に お い て ， 学術会議全体 ， 各部，各委員会 の 性

格や 活動をうきぼ りに す る 配慮 の も とで 行 わ れ た。な お，

第 12期 へ の 引継ぎ事項等 も報告 され た。そ の 後各部会を開

き，第 12期 の 活動計画等 に つ い て 審議 し た。

　第3 目 は ，まず 「第12期活動計画委員会 （仮称） の 設置

並 び に 各種委員会 の 当面 の 措置 に つ い て （申合せ）」 が 提

案 され ，運営上 の 問題等 に つ い て 意見が出 され た の ち，原

案を可決 した 。

　 つ づ い て 第12期活動計画 に 関す る 自由討議 に 移 っ た。学

術会議 の 活動の 基本的なあ り方 につ い て は，総合的 ・学際

的取組 み ， 個 々 の 科学者との連係，長期的展望を持 っ た継

続性 の 必 要等が強調 され た。更 に 学術 会 議 の 組織 ・運営上

の た て まえ と して の 自主 ・
民主 ・公開の 重要性等が指摘さ

れ た。そ れ と の 関連に お い て第 12期に具体的に と りあげ る．

べ き重点課題 と し て，入 文 ・社会
・
自然科学の 総合的発展

の 方策，都市問題 ， 平和問題 ， 福祉問題，学問体系 の 現状

の洗直し，学術情報生産
・
流通 問題 ， 発展途上国 との 学術

協力 問題，教育問題，学歴社 会問題，国公私 立 大学閙題 ，

婦人科学者問題 ， 食糧問題 ， 原子力問題 ， 沖縄問題等 々 が ，

新会員 を含む30数名か ら提起 された。

　更 に 第12期活動計画 をめ ぐる 討議の 一環と し て，第80回

総会に おい て採択 された 「工 学技術振興 の 方途を早急 に講

ずる こ とに つ い て （嬰望）」 に つ い て説明が あ り， こ れ を

め ぐっ て 種 々 の 質疑 ， 意見が交 され た 。

　総会終了後，各部会を開 き，第12期活動計画委員会 の 委

員の 選出な どを行 っ た。引きつ づ い て 第 1 回 の 第12期活動

計画委員会を開い た 。

　 こ う して第12期 の 活動 が始 ま っ た 。 会員 の 出席率 は ， 第

1 日 97．6％，第2 日 95．7％，第 3 日 93．8％ で あっ た 。

　　　　　　　　　　　　　 （日本学術会議広報委員会〉
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